
平成 28 年度 第 2回 公共施設等マネジメント推進委員会 次第 

 

日時  平成 28 年 9 月 1 日（木）14：00～ 

場所  千代田庁舎（増築棟 2階）第 7・8会議室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 概要説明 

 

 

４ 議 題 

(1) 公共施設の課題の整理状況について             資料１ 

・まちづくりとの関連                   (別冊) 

・市民生活関連施設の課題の整理状況 

・今後の検討の進め方 

(2) 廃校施設の公的利用の可能性について            資料２ 

・基本的な考え方 

・公共施設の課題等からみた活用可能性 

・地域住民からの活用アイデア 

・廃校活用ニーズ調査を通じた活用策の整理 

(3) 廃校活用ニーズ調査「廃校施設見学会」について       資料３ 

・開催概要                        (別冊) 

・対象施設の物件概要 

(4) その他 

・公共施設使用料等の見直しについて（報告）        資料４ 

・公共施設の借地契約の概要について（資料提供）      資料５ 

 

５ そ の 他 

・第 1回委員会の会議記録について             資料６ 

・次回の委員会の日程について 

 

６ 閉 会 



平成 28 年 9 月 1 日 

公共施設等マネジメント推進委員会 

 

 

(1) 公共施設の課題の整理状況について                    

 

 

１ まちづくりとの関連              （別冊資料 1～7 ページ） 

 ～ 策定中の第 2次総合計画の基本構想（案）から 

 

(1) まちづくりの主要課題 

（成長課題）自然資源の保全と活用で地域に活力を 

（改善課題）生活環境の改善から安心な暮らしを再構築 

（強化課題）一人ひとりの力の集結と地域力の育成 

 

(2) 将来都市像「きらり輝く 湖と山 笑顔と活気のふれあい都市 

 ～未来へ紡ぐ安心とやさしさの郷 かすみがうら～」 

 

これまでの取組みに加え、質の高い行政サービスや、市民と行政との協働

によるまちづくりを一層進展させていくことが重要 

 

（まちづくりアンケート…将来のまちの姿への市民の期待） 

・保健や医療・福祉が充実し、安心して暮らせるまち 

・防災や防犯体制が整った安全なまち 

・水や緑など豊かな自然を生かしたまち 

→「市民の安全・安心を支えるまちづくり」 

 

(3) 土地利用構想 

・ゾーンの設定 

… 市街地形成、田園都市、水辺交流、森林環境共生 

・地区拠点 

… 中心拠点と小さな拠点 

→ コンパクトシティ・プラス・ネットワーク 

中心拠点、地域拠点、環境保全・交流拠点、新産業導入拠点 

  

資料１ 
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２ 市民生活関連施設の課題の整理状況       （別冊資料 8～12 ページ） 

 

(1) 市民文化・社会教育 

・公民館施設は、目的外利用に制限。一方、旧地区公民館は他用途での利用

も可能 

・中心部における図書館の分館機能のニーズ 

・中学校区単位での公民館活動の場の確保、コミュニティ活動の場の確保 

・民俗資料、考古資料、出土品等の保管場所 

・当初の設置目的と現在の利用状況（働く女性の家） 

・ボランティア組織との連携可能性（図書館、郷土資料館） 

 

(2) スポーツ・レクリエーション 

・健康寿命の延伸の一助としての事業展開の必要性 

・平日昼間の稼働状況 

 

(3) 保健・福祉 

・保健センターの位置的な課題 

・地域包括支援センターの配置のあり方 

・保健センターの空き時間の活用可能性 

・各種検診や健康教室の今後の実施形態 

・検診場所のバリアフリー化 

・民間でも提供可能なサービスと福祉施策との関連（あじさい館の風呂、カ

ラオケなど） 

・高齢者センターの利用実態（シルバー人材センター、ひたちの広場） 

・当初の設置目的と現在の利用状況（勤労青少年ホーム） 

 

(4) 児童福祉 

・児童館施設の空き時間の活用可能性 

・地区（学校区）によって異なる放課後児童クラブの環境 

 

(5) 行政 

・庁舎  … 分庁舎としての現状。行政機能の将来的な配置のあり方 

・出張所 … 現状での狭あい、対応可能な申請等手続きに制限 

・消防署 … 常磐道 IC との関連（立地場所） 

 

(6) 都市基盤施設（都市公園等） 

・市民一人あたりの公園面積の少なさ 

・利用マナーの悪化と施設機能の利用不可（第二常陸野公園） 
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・一部スポーツ団体への敷地の無償貸付（第二常陸野公園） 

・過去には地元組織による管理の経過もあるが、協力者が減少 

 

(7) 施設利用課における主な課題 

・対象者に応じた事業の実施場所の確保（各種検診、健康増進事業、行政相

談、狂犬病注射など） 

・一方、確定申告は、情報システムとの関連などから、会場の分散化は困難 

・行政文書の保管場所の確保 … セキュリティ対策 

・避難所・避難場所 … 旧小学校区・集落単位での指定、施設の耐震化 

自主防災組織活動など、地域防災力の強化 

・選挙投票所の地域の実情に応じた配置 

 

 

 

 

３ 今後の検討の進め方               （別冊資料 13 ページ） 

 

(1) まちづくりの課題に対応し、将来都市像を実現するための機能配置 

→ 土地利用の考え方「中心拠点と小さな拠点」を踏まえた施設の機能の

配置レベルの整理 

 

≪視点；施設の性格に応じた分類≫ 

・全市に 1か所         → 広域的な視点も考慮 

・旧町または中学校区単位    → 地域特性（市街地・農村部）考慮 

・小学校区（新旧）単位 

・集落単位（集落の集会所等の利用） 

↓↓↓ 

・使える施設と不足している機能の整理 

 

(2) 個々の施設の状態を踏まえた検討 

・施設シート（カルテ）を作成し、再編案の検討 

施設（建物）の概況、コスト状況、稼働状況、課題など、施設ごとの評価 
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平成 28 年 9 月 1 日 

公共施設等マネジメント推進委員会 

 

 

 

 

 

○ 第 2 次 かすみがうら市総合計画 基本構想（案） 抜粋 ――――  1 

 

 

○ 市民生活関連施設の課題の整理状況           ――――  8 

 

 

○ 今後の検討の進め方（機能の配置単位の例）       ―――― 13 

 

 

資料１（別冊） 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次かすみがうら市総合計画 

基本構想（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年7月19日 
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第２編 基本構想  第２章 施策の大綱 

 

 

第４節 まちづくりの主要課題 

 

時代の潮流や市民意識を踏まえ、かすみがうら市の主要な課題を【成長課題】【改善課題】【強

化課題】の3つに整理します。 

 

課題１ ～ 地域特徴を伸ばす ～ 

時代の潮流（市の動向） 市民意識 

○就業者数の減少が進む中、第1次産業・第2次産業 

の比率は国と比較して高い。 

○1次産業のIT化や6次産業化、観光連携など、分野

を超えた取り組みが必要。 

○霞ヶ浦周辺の資源や果樹園、里山、文化財等の地域

資源活用や広域連携による交流人口の増加が求めら

れる。 

○自然の豊かさや空気のきれいさに関する満足度が

高い。 

○産業振興には後継者の育成を求める声が多い。 

        

 

成長課題：自然資源の保全と活用で地域に活力を 

 

課題２ ～ 暮らしやすさを再構築 ～ 

時代の潮流（市の動向） 市民意識 

○自然災害の経験から、自助・共助・公助の重要性を 

再認識。 

○行政課題解決のための広域的連携が必要。 

○「保健や医療・福祉が充実し、安心して暮らせる

まち」「防災や防犯体制が整った安全なまち」を求

める声が多い。 

○バス路線などの交通網や道路環境に対する改善へ 

の期待が高い。 

        

 

改善課題：生活環境の改善から安全な暮らしを再構築 

 

課題３ ～ 地域力の強化 ～ 

時代の潮流（市の動向） 市民意識 

○少子高齢化に対し、あらゆる世代の支え合いでまち

の活力を維持していくことが必要。 

○市民の協働意識の広がりと様々な主体の連携による

まちづくりで活力を創出。 

○趣味や特技を生かしたボランティア活動や地域の

清掃や美化活動の参加意向が高い。 

〇地域におけるボランティア活動やNPO活動に対す

る期待が高い。 

        

 

強化課題：一人ひとりの力の集結と地域力の育成 
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第２編 基本構想  第１章 市の将来の姿 

第１章 市の将来の姿 

第１節 将来都市像 
 

本市では、自然と共生しつつ、市民とともに活気あふれる産業や豊かな文化を育み、安心

して快適に暮らせるまちを目指し、「きらきら いきいき ふれあい育む 豊かなめぐみ野」

を将来都市像に掲げまちづくりに取り組んできました。 

昨今、社会経済情勢は目まぐるしく変化しており、市民が安心して快適に暮らせるまちで

あるために、市として取り組む課題も多様化しています。これまでの取り組みに加え、質の

高い行政サービスや、市民と行政の協働によるまちづくりをより一層進展させていくことが

重要となります。 

また、本計画の策定にあたって実施したまちづくりアンケートでは、将来のまちの姿とし

て「保健や医療・福祉が充実し、安心して暮らせるまち」「防災や防犯体制が整った安全なま

ち」「水や緑など豊かな自然を生かしたまち」への期待が高く、都市基盤や教育環境、産業振

興などへの要望も高くなっています。 

このようなことから、豊かな自然のもと、市民の安全・安心な暮らしを支えるまちづくり

を進めるとともに、活力ある元気な地域へと発展させていくことを目指して、将来都市像を

次のとおり定めます。 

 

きらり輝く 湖
みず

と山
みどり

 笑顔と活気のふれあい都市 

～ 未来へ紡ぐ安心とやさしさの郷
さと

 かすみがうら ～ 

 

すべての市民が地域を創る人財としていきいきと光り輝き、産業や文化、豊富な資源が地

域に活気を与え、人々の豊かな気持ちが未来へ安心と優しさを紡いでいく、ふれあい都市「か

すみがうら」を創造していきます。 
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第２編 基本構想  第１章 市の将来の姿 

第３節 土地利用構想 

１．ゾーンの設定 

地域の特性を共有する地域のまとまりを「ゾーン」と設定し、それぞれの持つ地域資源の

可能性を生かしたバランスのとれたまちづくりを目指します。 

 

市街地形成ゾーン 

本市の中央部にある市街化区域とそれに隣接する霞ヶ浦地区の市街化調整区域の一部を市

街地形成ゾーンと位置づけます。 

このゾーンは、JR神立駅を中心に商店や住宅、工場などが集積し人口の集中が見られ、現

在も市の商工業の拠点となっています。今後も健全な市街地の造成を図り、もって公共の福

祉の増進に資することを目的とした土地区画整理事業を活用し、駅の橋上化をはじめとした

神立駅周辺整備事業や街路整備事業など都市基盤の整備に努め、人口の定着と産業の活性化

を促進します。 

また、調和のとれた都市景観の誘導、公園・緑地の整備、公共施設の充実などにより、魅

力的な都市空間の形成を目指すとともに市民生活の利便性や安全性の向上に努めます。 

 

田園都市ゾーン 

市街地形成ゾーンの周囲を田園都市ゾーンと位置づけます。 

このゾーンは、自然環境との共生を踏まえて農業振興を重点的に取り組むとともに、良好

な田園空間を形成するゆとりある居住空間づくりを進めます。また、果樹栽培を中心に農業

と観光の一体的な振興によるレクリエーション機能の充実とともに田園都市としての社会基

盤の整備による利便性の向上を図ります。 

地域特性を生かし、農村景観と適合した土地利用を図るとともに、国道6号や常磐自動車

道千代田石岡インターチェンジ周辺では恵まれた立地条件を生かし流通業務や産業などの動

向、ニーズの変化に対応した産業拠点の形成に向けた土地利用を促進します。 

 

水辺交流ゾーン 

霞ヶ浦地区の湖岸地域を水辺交流ゾーンと位置づけます。 

このゾーンは、本市のシンボルの一つである霞ヶ浦を保全・活用するため環境保全や農業、

内水面漁業の振興を図るとともに、「歩崎公園」を中心とした親水空間やイベントなどを充実

することで住民や来訪者の交流を促進します。 

また、自然環境との共生を踏まえて生活の利便性向上のため社会基盤の整備による潤いの

ある居住空間を整備します。 

 

森林環境共生ゾーン 

千代田地区北西部の丘陵部を森林環境共生ゾーンと位置づけます。 

このゾーンは、森林などの自然環境の保全に努めるとともに、「雪入ふれあいの里公園」な

どを中心に市民や来訪者が豊かな自然の中で学ぶことができる空間の創造を促進し、憩いの

場としての魅力向上を目指します。 
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第２編 基本構想  第１章 市の将来の姿 

 

２．地区拠点 

今後の少子高齢化時代を見据え地域の活力を維持・強化していくため、住宅や都市機能な

どが集中する中心拠点及び小さな拠点からなるコンパクトシティ・プラス・ネットワークの

まちづくりを目指します。 

 

中心拠点 

JR神立駅周辺を中心拠点と位置づけます。 

中心拠点は、鉄道や道路などの交通網の要所である市街地形成ゾーンの中央に位置し霞ヶ

浦地区と千代田地区それぞれの地域拠点を結ぶ交流軸と連携しながら、市民はもとより市外

からの交流人口も受け入れる市の玄関口として商業やサービス産業、その他生活利便施設の

立地を誘導しながら市の顔となる拠点機能の強化を推進します。 

 

地域拠点 

市役所の霞ヶ浦庁舎と千代田庁舎の周辺を地域拠点と位置づけます。 

地域拠点は、霞ヶ浦地区と千代田地区の地理的中心となるとともに、保健・福祉、教育・

文化施設などの公共施設が集積するため、市全域から市民が気軽に集い活発な交流ができる

ように道路整備や情報ネットワークの強化を進め、商業やサービス産業の立地を誘導しなが

ら求心力のある拠点機能の強化を推進します。 

 

環境保全・交流拠点 

霞ヶ浦地区の歩崎公園周辺や茨城県霞ケ浦環境科学センター周辺、富士見塚古墳公園周辺

と、千代田地区の雪入ふれあいの里公園周辺や佐谷・土田地区周辺、環境クリーンセンター

周辺を環境保全・交流の拠点と位置づけます。 

環境保全・交流拠点は、水辺の観光・レクリエーションや環境学習、歴史探訪、果樹観光

などで市民と来訪者が活発に交流できるように各拠点の魅力向上を図るとともに、イベント

などを通じて連携を強化していきます。 

 

新産業導入拠点 

加茂地区と千代田石岡インターチェンジ周辺を新産業導入拠点と位置づけます。 

新産業導入拠点は、霞ヶ浦田園都市ゾーンと千代田田園都市ゾーンの中でも立地条件や土

地資源に恵まれていることから、産業の活性化を先導的に図るため企業の誘導を推進します。 

 

３．地域ネットワークづくり 

「合併後のまちづくり」から「自立したまちづくり」への一体性の確立やバランスあるま

ちづくりを進めるため、JR神立駅を含めた市街地形成ゾーンをはじめとする4つのゾーンや

各拠点地区を有機的に結ぶネットワークづくりを進め、人やモノ、文化、情報などが活発に

行き交う地域を創造します。 

さらに、本市の持つ地理的な特性を生かし近隣市とのつながりを持つ広域的な交通ネット

ワークの形成にも努めます。 
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第２編 基本構想  第１章 市の将来の姿 

 

 

土地利用構想図 
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第２編 基本構想  第２章 施策の大綱 

第２章 施策の大綱 

第１節 施策の体系 

 

 

 

 

 

  

（１）市民活動の支援 

（２）男女共同参画の推進 

（３）産学官連携の推進 

（４）広報・広聴活動の充実 

（５）行政サービスの向上 

（１）学校教育の充実 

（２）生涯学習の充実 

（３）地域文化の継承と創造 

（１）次世代の育成支援 

（２）社会性豊かな青少年の健全育成 

（３）起業化の支援 

（４）就業機会の拡大 

（１）健康づくりの推進 

（２）高齢者福祉の向上 

（３）障害者福祉の向上 

（４）地域福祉の向上 

（１）適正な土地利用の推進 

（２）都市基盤の整備 

（３）安全な住環境の推進 

（１）農林水産業の振興 

（２）商工業の振興 

（３）観光の振興 

（１）自然環境の保全と活用 

（２）快適な住環境の整備 

（３）資源循環型社会の形成 

７．みんなでつくる 

連携と協働のまちづくり 

≪協働・行財政≫ 

６．豊かな学びと 

創造のまちづくり 

≪教育・文化≫ 

４．健康で思いやりをもって 

暮らせるまちづくり 

≪健康・福祉≫ 

５．未来を担う 

若者を育むまちづくり 

≪子育て・若者支援≫ 

２．産業の振興で 

活力あふれるまちづくり 

≪産業≫ 

１．自然の恵みを享受できる 

まちづくり 

≪居住環境≫ 

３．安全で快適に暮らせる 

まちづくり 

≪都市基盤≫ 

将来都市像 

まちづくりの基本目標 

まちづくりの基本理念 

きらり輝く 湖
みず

と山
みどり

 笑顔と活気のふれあい都市 

～ 未来へ紡ぐ安心とやさしさの郷
さと

  かすみがうら ～

３．ともに支え成長

する人財あふれ

る安心なまち 

２．日々の暮らしを

守る快適で安全

なまち 

１．豊かな自然と地

域産業が共存す

るまち 

まちづくりの主要課題 

課題③ 

一人ひとりの力の集結と

地域力の育成 

課題② 

生活環境の改善から安全

な暮らしを再構築 

課題① 

自然資源の保全と活用で地

域に活力を 
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1/6
施設の課題等の点検結果の概要（市民生活関連施設）

必要性 有効性 効率性

施設の事業は、そもそも必要なのか 施設は有効に機能し、活用されているか 効率的に管理・運営されているか

1
市民文化・社会教育
（コミュニティ施設）

霞ヶ浦公民館 生涯学習課

○旧地区公民館の廃止（暫定利用）に
より利用者増加見込み
●公民館であるため、目的外利用に制
限あり

○複合施設（あじさい館、図書館） ・防音室（音楽室）の必要性

2 千代田公民館 ▲ 生涯学習課

○大規模な講堂は、市内ではここのみ ●公民館であるため、目的外利用に制
限あり

●夜間休日業務の委託により、細やか
な対応ができない。
●本館老朽化

・各中学校区での公民館活動
の場の確保
※選挙開票所（講堂）

3 旧下大津地区公民館 ― 生涯学習課

・地区内の公的施設として存続を望む
意見

○空き時間を他用途に提供可能 ○日常管理に地域住民の協力あり
●老朽化（危険性あり）

・隣接市有地の桜の古木との
関連（地元でイベント等開催
あり）
※選挙投票所

4 旧牛渡地区公民館 ― 生涯学習課

・集会施設がない地元集落の利用あり ○空き時間を他用途に提供可能 ○日常管理に地域住民の協力あり
○保育所からの転用の際、改修実施済
み

※避難場所
※選挙投票所

5 旧安飾地区公民館 ― 生涯学習課

○空き時間を他用途に提供可能 ○日常管理に地域住民の協力あり
○保育所からの転用の際、改修実施済
み

※避難場所
※選挙投票所

6 旧志士庫地区第１公民館 ― 生涯学習課

○空き時間を他用途に提供可能 ○日常管理に地域住民の協力あり
●老朽化（危険性あり）

※避難場所

7 旧志士庫地区第２公民館 ● 生涯学習課

●利用の中心は地元集落 ○空き時間を他用途に提供可能 ○集落による管理が定着
○集落への移管を検討（市で方向性が
決まれば、地元で判断）

※避難場所
※選挙投票所

8
農村環境改善センター
（旧佐賀地区公民館）

▲ 観光商工課

・市内唯一の宿泊施設
・周辺の観光施設との関連

※避難場所

9 働く女性の家 ― 市民課

●勤労福祉施設を超えた利用実態（コ
ミュニティセンター化）
・近接（市内外）に類似施設あり

○複合利用（中央出張所）
●使用料が無料（改正予定）

・公民館活動の拠点としての
可能性
※確定申告会場
※避難場所
※選挙期日前投票所

10 大塚ふれあいセンター ― 子ども家庭課

・地元自治会等での利用 ○空き時間を他用途に提供可能 ○複合施設（大塚児童館）
●駐車場の狭さ

※避難場所

その他の課題No. 施設分類 施設名
借地
●全部
▲一部

所管課

-　8　-



2/6
施設の課題等の点検結果の概要（市民生活関連施設）

必要性 有効性 効率性

施設の事業は、そもそも必要なのか 施設は有効に機能し、活用されているか 効率的に管理・運営されているか
その他の課題No. 施設分類 施設名

借地
●全部
▲一部

所管課

11
市民文化・社会教育
（図書館）

図書館 生涯学習課

●市中心部（市街化区域）に分館機能
の設置要望

○ボランティアによる図書整理が定着
○複合施設（霞ヶ浦公民館、あじさい
館）

12 図書館千代田分館 生涯学習課

●閲覧スペースの不備 ○ボランティアによる図書整理が定着
○複合施設（千代田公民館）

13
市民文化・社会教育
（資料館）

郷土資料館 ― 生涯学習課

●歴史資料の収蔵場所の不足 ○ボランティアによる運営協力が定着

14 富士見塚古墳公園 ▲ 生涯学習課

●考古資料を移動することで、研修室
の利用が可能に

○ボランティアにおる施設案内の場合
あり
○指定管理等の可能性あり

15
スポーツレクリエーション
（スポーツ施設）

体育センター ● 生涯学習課

※避難所兼避難場所

16 わかぐり運動公園 ● 生涯学習課

・健康寿命の延伸の一助としての事業
展開の必要性

●安全性の確保のためグラウンドの土
入替必要

※避難所兼避難場所（体育
館）

17 多目的運動広場 ● 生涯学習課

・健康寿命の延伸の一助としての事業
展開の必要性

●安全性の確保のためグラウンドの土
入替必要

18 戸沢公園運動広場 ▲ 生涯学習課

・健康寿命の延伸の一助としての事業
展開の必要性

●平日昼間の空き時間 ・サッカー運営団体による管理の可能
性（アイデアレベル）

19 第１常陸野公園 ▲ 生涯学習課

・健康寿命の延伸の一助としての事業
展開の必要性

●管理棟の老朽化

20 千代田Ｂ＆Ｇ海洋センター ▲ 生涯学習課

・プールの稼働は夏季のみ

21 旧小学校体育館（6か所） 生涯学習課

●平日昼間の有効活用 ○鍵の貸出業務を地元住民に依頼
・耐震改修の予定あり

※避難所兼避難場所
※選挙投票所（志士庫、宍
倉）

22
スポーツレクリエーション
（農村公園）

農村公園（15か所） ▲ 農林水産課

○補助金により集落に管理委託
・廃止か存続の検討
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3/6
施設の課題等の点検結果の概要（市民生活関連施設）

必要性 有効性 効率性

施設の事業は、そもそも必要なのか 施設は有効に機能し、活用されているか 効率的に管理・運営されているか
その他の課題No. 施設分類 施設名

借地
●全部
▲一部

所管課

23
保健福祉
（保健衛生）

霞ヶ浦保健センター ― 健康づくり増進課

○同様の機能があれば移転可能 ・平日（事業日）の昼間のみ利用
●別の場所に移転した方がサービス向
上
○機能が合えば、空き時間の利用が可
能

・市の中心部での事業実施場
所の確保
・徒歩圏での事業実施場所
※避難場所
※選挙投票所

24 千代田保健センター ▲ 健康づくり増進課

○同様の機能があれば移転可能
・地域包括支援センターの事務所とし
て利用

・平日（事業日）の昼間のみ利用
●別の場所に移転した方がサービス向
上
○機能が合えば、空き時間の利用が可
能

●建物内、駐車場の狭あい ・市の中心部での事業実施場
所の確保
・徒歩圏での事業実施場所
※避難場所
※選挙投票所

25
保健福祉
（社会福祉）

あじさい館 ▲ 介護長寿課

・風呂、カラオケは民間でも可能だ
が、交流の場としての役割
・社会福協議会事務所に一部貸付

●修繕箇所が次々発生
○複合施設（霞ヶ浦公民館・図書館）

※確定申告会場

26 地域福祉センターやまゆり館 ― 社会福祉課

・指定管理者の自主事業 ○指定管理 ※選挙投票所

27 勤労青少年ホーム ● 市民課

●勤労福祉施設を超えた利用実態（コ
ミュニティセンター化）
・近接（市内外）に類似施設あり

●老朽化、駐車場の狭あい、入口の分
かりにくさ
●使用料が無料（改正予定）

※避難場所
※選挙投票所

28
保健福祉
（高齢者福祉）

霞ヶ浦高齢者センター ▲ 介護長寿課

・シルバー人材センター事務所として
貸付

29 千代田高齢者センター ― 介護長寿課

・ひたちの広場（不登校児の教室）と
して一部利用

●左記以外の稼働なし
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4/6
施設の課題等の点検結果の概要（市民生活関連施設）

必要性 有効性 効率性

施設の事業は、そもそも必要なのか 施設は有効に機能し、活用されているか 効率的に管理・運営されているか
その他の課題No. 施設分類 施設名

借地
●全部
▲一部

所管課

30
児童福祉
（保育所）

第一保育所 ▲ 子ども家庭課

○空き室を学童保育に利用 ●設備の老朽化

31 やまゆり保育所 ― 子ども家庭課

※避難場所

32 さくら保育所 ● 子ども家庭課

○民営化の計画

33 わかぐり保育所 ― 子ども家庭課

※避難場所

34
児童福祉
（児童館）

大塚児童館 ― 子ども家庭課

○空き時間の他用途への提供可能 ○複合施設（大塚ふれあいセンター） ・児童館事業、放課後児童ク
ラブの運営方法が、地域によ
り異なる。

35 稲吉児童館 ▲ 子ども家庭課

○空き時間の他用途への提供可能 ・児童館事業、放課後児童ク
ラブの運営方法が、地域によ
り異なる。

36 新治児童館 ― 子ども家庭課

・現在のところ、小学校に隣接（今後
の小学校統合との関係）
○空き時間の他用途への提供可能

・児童館事業、放課後児童ク
ラブの運営方法が、地域によ
り異なる。
※選挙投票所
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5/6
施設の課題等の点検結果の概要（市民生活関連施設）

必要性 有効性 効率性

施設の事業は、そもそも必要なのか 施設は有効に機能し、活用されているか 効率的に管理・運営されているか
その他の課題No. 施設分類 施設名

借地
●全部
▲一部

所管課

43
行政
（庁舎・出張所）

千代田庁舎 ▲ 検査管財課

●会議室は休日の稼働ほぼなし ●防災センター設備老朽化 ・分庁舎による機能分散
・長期保存文書の保管
※確定申告会場
※選挙期日前投票所

44 霞ヶ浦庁舎 ― 検査管財課

・分庁舎による機能分散
・長期保存文書の保管
※選挙期日前投票所

45 中央出張所 市民課

○複合利用（働く女性の家） ・取扱事務に制限

46
行政
（消防署）

消防本部西消防署 ● 消防総務課

・立地条件として高速ＩＣとの関連

47 東消防署 ▲ 消防総務課

37
都市基盤
（都市公園等）

逆西第一児童公園 ● 都市整備課

・移転には、都市計画の変更が必要
●住民一人あたりの都市公園面積の少
なさ

38 稲吉ふれあい公園 ― 都市整備課

・地下に耐震貯水槽あり
●住民一人あたりの都市公園面積の少
なさ

※避難場所

39 大塚ファミリー公園 ● 都市整備課

●住民一人あたりの都市公園面積の少
なさ

40 桜塚公園 ― 都市整備課

●住民一人あたりの都市公園面積の少
なさ

41 第２常陸野公園 ▲ 都市整備課

●ターゲットバードゴルフ、グランド
ゴルフの利用が主

●左記の団体への無償貸付等
●バーベキュー施設の閉鎖（再開を望
む問合せあり）

●利用マナーの悪化 ※避難場所

42 フルーツ公園通り ― 都市整備課

・地元組織に管理委託の経過あり…協
力者の減少
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6/6
まちづくりとの関連、主な課題から見た施設や機能の配置レベルの例

市内に１か所
旧町または
中学校区単位

小学校区単位
（新・旧）

集落の施設

市民文化・
社会教育

・ホール（講堂）
・図書館

・地区公民館活動
・図書館分館

・コミュニティ活動
　（公民館支館）

スポーツ・
レクリエーション

・運動公園施設 ・運動公園施設

（学校体育施設開放） （学校体育施設開放）

・農村公園

保健福祉

・保健センター
　（健診等の場所）

・健診等の場所
・地域包括支援セン
ター

・健診等の場所 ・健診等の場所

児童福祉

・放課後児童クラブ
　（児童館）

行政

・庁舎（※） ・行政窓口
・消防署

・避難所、避難場所
・投票所

・避難場所（一時集合
場所）
・投票所

都市基盤
（都市公園等）

※庁舎…現行の分庁舎も部門別の機能は１か所（例；保健福祉部門は千代田庁舎）で
　　　　あるため、機能的には市内に１か所という整理としている。

施設分類

全市的施設（中心拠点）　⇔　　地域的施設（小さな拠点）

・総合公園　　⇔　・地区公園　　⇔　・近隣公園　　⇔　・街区公園
（都市公園法による分類）
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平成 28 年 9 月 1 日 

公共施設等マネジメント推進委員会 

 

 

(2) 廃校施設の公的利用の可能性について                   

 

 

１ 基本的な考え方 … 小中学校適正規模化実施計画 

 

（学校跡地の利活用方法） 

・公の施設としての転用または民間への売却等により、施設を生かした有効

利用を最優先に検討 

・適当な利用方法がない場合は、施設の解体と土地の利用または売却を検討 

・具体的な利活用方法は、地域の意見を幅広く聞いて、地域の理解をいただ

き決定 

 

 

 

 

２ 公共施設の課題等の整理状況から見た活用可能性 

 

≪市民文化・社会教育≫ 

・地域コミュニティ（公民館支館）活動の場 

・考古資料、民俗資料、出土品等の保管庫 

 

≪保健・福祉≫ 

・保健センター機能 

地域包括支援センター（圏域）や社会福祉協議会、シルバー人材センタ

ーなど、福祉関係機関との関連も考慮 

 

≪行政、その他≫ 

・長期保存文書の保管庫 

・避難所としての指定継続、自主防災組織活動など地域防災の拠点 

・投票所としての一時利用 

・市の施策への民間誘導 … 6 次産業化の推進と雇用の確保 

 

 

  

資料２ 
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３ 地域住民からの活用アイデア（平成 27 年度ワークショップの結果から） 

 

(1) 下大津小学校 

・体験農園            ・農村レストラン 

・宿泊施設            ・公民館としての活用 

・季節に応じたイベントの開催   ・防災備品置き場 

 

(2) 牛渡小学校 

・防災活動の拠点         ・学童保育 

・スポーツ少年団への貸出（校庭） ・ドクターヘリの発着所 

・グループホームへの売却     ・体験農園 

・農村レストラン         ・宿泊施設 

・公民館としての活用       ・季節に応じたイベントの開催 

・防災備品置き場 

 

(3) 佐賀小学校・安飾小学校 

・オートキャンプ場の設置     ・乗馬、農業、カヌーの体験 

・イベント開催          ・宿泊施設 

・防災拠点 

 

(4) 志士庫小学校 

・高齢者の集う場所        ・学童保育 

・ＮＰＯ法人の拠点        ・移動販売の売場 

 

(5) 宍倉小学校 

・地域の活動センター       ・防災センター 

・宿泊施設            ・備蓄所 

・学童保育            ・高齢者が集まれる施設 

・市民文庫            ・食堂 

・農産物の直売所         ・不用品の交換所 

・市民大学 

 

 

  

-　2　-



 

４ 廃校活用ニーズ調査を通じた活用策の整理 

 

(1) 平成 28 年度の取組み 

・民間企業等による活用可能性・条件の把握 

・並行して、公的利用の場合の対象施設、活用形態の検討 

・地域や市にとって、もっともメリットのある活用策の決定 

・活用事業者の公募・選定 

 

(2) 平成 29 年度から、事業化の調整・推進 

 

 

-　3　-



平成 28 年 9 月 1 日 

公共施設等マネジメント推進委員会 

 

 

(3) 廃校活用ニーズ調査「廃校施設見学会」について              

 

 

１ 開催概要 

 

(1) 趣  旨 

平成 28 年 3 月をもって閉校となった旧霞ヶ浦町地区の廃校施設 6 か所に

ついて、市内外の民間企業等に対し、現地において施設を紹介し、民間活

力の導入による廃校活用の可能性と諸条件（ニーズ）を把握する。 

当日は、地域住民など市民に対しても見学会への来場を呼びかけ、透明

性を確保するとともに、昨年度に実施した公共施設等のあり方に関する地

域懇談会「ワークショップ」で提案された活用アイデアに加え、現地にお

いて廃校施設の活用に関する意見を聞くことで、今後の有効活用に向けた

協力関係を構築する。 

 

(2) 主 催 等   かすみがうら市（業務委託先；株式会社常陽産業研究所） 

 

(3) 日  時   平成 28 年 9 月 21 日（水）※施設の見学時間は各 30 分程度 

10：20～旧下大津小学校 13：20～旧安飾小学校 

11：00～旧牛渡小学校 14：00～旧志士庫小学校 

11：40～旧佐賀小学校 14：40～旧宍倉小学校 

 

(4) 当日の内容 

≪民間事業者等≫ 

・千代田庁舎に集合し、借上げ大型バスにより移動し、6施設を見学 

・アンケート調査の実施 → 回答内容に応じ、改めて個別ヒアリング 

・千代田庁舎に帰庁後、個別相談会（希望者のみ） 

・定員は 30～40 人程度を想定 

・地方創生担当に同行を依頼し、企業誘致優遇策の紹介などを実施 

≪地域住民など≫ 

・希望の施設に現地集合、現地解散とする。 

・校舎内などの見学に同行いただき、アンケート調査を実施 

・現地での民間事業者との意見交換等は、原則として行わない。 

 

２ 対象施設の物件概要                 （別冊・物件調書） 

資料３ 



広報誌は環境にやさしい

植物油インキを使用しています。

発行日／平成 28 年 8 月20日 発行／かすみがうら市 編集／情報広報課（霞ヶ浦庁舎）

〠 315-8512 茨城県かすみがうら市上土田 461　☎ 0299-59-2111 ／☎ 029-897-1111　FAX.0299-59-2130
HP アドレス／ http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp　 E-mail ／ info@city.kasumigaura.ibaraki.jp第 137 号

■ 廃校活用ニーズ調査で、 現実的な可能性を把握 ■

全国的な課題でもある廃校施設の活用には、 地元住民による利用、 民間企業と連携した活用などの優良な

事例がある一方で、 現実的に活用の担い手が見つからないといった課題もあります。

そこで、 市では、 本年 3 月をもって閉校となった旧霞ヶ浦町地区の小学校 6 カ所について、 地域の意向を踏

まえた有効活用と、 民間活力の導入による活用の可能性や条件を把握し、 地域や市民にメリットのある活用につ

なげるため、 本年度、 廃校活用ニーズ調査を実施しています。

■ 地域の意向などを踏まえ、 有効活用の具体策へ ■

地域にとって愛着の深い廃校施設の活用には、 地域のご理解やご協力が欠かせません。

市では、 昨年度、 公共施設等のあり方に関する地域懇談会「ワークショップ」において、 廃校施設をはじめとす

る地域的な公共施設の活用などに関するアイデアをご提案いただいてまいりました。

そして、 今回の見学会では、 廃校活用に興味のある企業などのほか地元地域や市民の皆さんにご来場いた

だき、 施設内外の見学後、 現実的な活用策に関するアンケート調査にご協力いただきたく計画しています。

ぜひ、 お申し込みのうえご来場ください。

問 検査管財課（千代田庁舎）

開催日時 9月21日水 ※見学時間は各 30 分程度　（現地集合 ・ 現地解散）

10：20～下大津小学校 ／ 11：00 ～牛渡小学校 ／ 11：40 ～佐賀小学校

13：20～安飾小学校 ／ 14：00 ～志士庫小学校 ／ 14：40 ～宍倉小学校

申込方法 ≪市 民 の 皆 さ ま≫ 氏名、 住所、 連絡先電話番号、 参加希望学校名につ
いて、 9 月14 日までにＦＡＸ（0299-59-2130）または右

の QR コードにより、市検査管財課宛てお申込みください。

≪企業などの皆さま≫ �運営事務局（常陽産業研究所 地域研究部 ☎ 029-233-6734）ま

で、 お問い合わせください。

業務委託先主催

廃校施設見学会

地域や市民に

メリットもたらす有効活用へ

「廃校活用ニーズ調査」実施中



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物 件 調 書 

（案） 

抜 粋 

 

 

 

 

資料３（別冊） 



（案） 

－ 1 － 

１．下大津小学校 

 

（１）基礎情報 

所在地 かすみがうら市加茂 4469 番地 建ぺい率 60％ 

敷地面積 22,094.00 ㎡ 容積率 200％ 

地目 宅地、他 用水 上水道 

接道状況 県道戸崎上稲吉線 巾 7ｍ 排水 合併浄化槽 

都市計画区分 都市計画区域内(市街化調整区域) 電力 高圧電力 

用途地域 無指定 ガス LP ガス 

周辺公共施設 下大津地区公民館 備考 一部借地有（民有地：669 ㎡） 

アクセス 
ＪＲ常磐線神立駅（土浦駅）から車で 15分 

常磐自動車道土浦北ＩＣ下車 20分 

 

 

 

 

配置図 

 

 

 

 

 
写真データ: Google、ZENRIN 

 

 

（２）主要建物一覧 

名称 竣工年 階数 構造 建築面積 延床面積 耐震診断 耐震対策 

管理教室棟 昭和 55 年 2 ＲＣ 1,270.89 ㎡ 2,235.00 ㎡ 済 未実施 

屋内運動場 昭和 54 年 1 Ｓ 629.06 ㎡ 550.00 ㎡ 済 未実施 

 

 



（案） 

－ 2 － 

（３）主要建物 

管理教室棟（校舎）  外観・内観・平面図  

 

 

 

屋内運動場（体育館） 外観・内観  

 

 

 

（４）現在の利用状況 

屋内運動場（体育館） 
・避難所に指定 

・社会体育施設として市民利用 

     



（案） 

－ 3 － 

２．牛渡小学校 

 

（１）基礎情報 

所在地 かすみがうら牛渡 2873 番地 建ぺい率 60％ 

敷地面積 19,412.37 ㎡ 容積率 200％ 

地目 宅地 用水 上水道 

接道状況 
県道牛渡、馬場山、土浦線  

道路巾 8.6ｍ（車道巾 6.4ｍ） 
排水 公共下水 

都市計画区分 都市計画区域外 電力 高圧電力 

用途地域 無指定 ガス LP ガス 

周辺公共施設 牛渡地区公民館 備考  

アクセス 
ＪＲ常磐線神立駅から車で 20 分 

常磐自動車道土浦北ＩＣ下車 25分 

 

 

 

 

配置図 

 

 

 
写真データ: Google、ZENRIN 

 

（２）主要建物一覧 

名称 竣工年 階数 構造 建築面積 延床面積 耐震診断 耐震対策 

管理教室棟 昭和 52 年 2 ＲＣ 1,492.2 ㎡ 1,717.00 ㎡ 済 不要 

特別教室棟 平成 7年 2 ＲＣ - 655.00 ㎡ 不要 不要 

屋内運動場 昭和 54 年 1 Ｓ 667.22 ㎡ 550.00 ㎡ 済 未実施 

ランチルーム 平成 7年 1 ＲＣ - 68.00 ㎡ 不要 不要 

 



（案） 

－ 4 － 

（３）主要建物 

管理教室棟（校舎）  外観・内観・平面図  

 

 

 

特別教室棟・屋内運動場（体育館）外観・内観  

 

 

 

（４）現在の利用状況 

管理等教室（校舎） ・民間保育所が一時利用（平成 28 年 7 月～平成 29年 3 月） 

屋内運動場（体育館） 
・避難所に指定 

・社会体育施設として市民利用 

校庭 ・スポーツ少年団が週末利用 



（案） 

－ 5 － 

３．佐賀小学校 

 

（１）基礎情報 

所在地 かすみがうら市坂 2039 番地 1 建ぺい率 60％ 

敷地面積 25,365.73 ㎡ 容積率 200％ 

地目 宅地、他 用水 上水道 

接道状況 道路巾 6ｍ 排水 公共下水 

都市計画区分 都市計画区域外 電力 高圧電力 

用途地域 無指定 ガス LP ガス 

周辺公共施設 

農村環境改善センター（宿泊、研修施

設として利用可） 

あゆみ庵・民家園、水族館、郷土資料

館、歩崎公園 など 

備考 一部借地あり 

（国有地： 

175 ㎡     545 ㎡））      

アクセス 
ＪＲ常磐線神立駅から車で 20 分 

常磐自動車道土浦北ＩＣ下車 30分 

 

 

 

配置図 

 

 

 

 
写真データ: Google、ZENRIN 

 

（２）主要建物一覧 

名称 竣工年 階数 構造 建築面積 延床面積 耐震診断 耐震対策 

管理教室棟 昭和 53 年 2 RC 1,006.73 ㎡ 1,938.74 ㎡ 済 不要 

普通教室棟 昭和 59 年 2 RC - 599.00 ㎡ 不要 不要 

屋内運動場 昭和 53 年 1 S 609.00 ㎡ 544.00 ㎡ 済 未実施 

ランチルーム 昭和 62 年 1 W - 195.00 ㎡ 不要 不要 

 

 



（案） 

－ 6 － 

（３）主要建物 

管理教室棟（校舎）  外観・内観・平面図  

 

 

 

屋内運動場（体育館）・ランチルーム  外観  

 

 

 

（４）現在の利用状況 

屋内運動場（体育館） 
・避難所に指定 

・社会体育施設として市民利用 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             



（案） 

－ 7 － 

４．安飾小学校 

 

（１）基礎情報 

所在地 かすみがうら市安食 2235 番地 建ぺい率 60％ 

敷地面積 13,055.91 ㎡ 容積率 200％ 

地目 宅地、他 用水 上水道 

接道状況 県道石岡・田代・土浦線 巾 4.2ｍ 排水 合併浄化槽 

都市計画区分 都市計画区域外 電力 高圧電力 

用途地域 無指定 ガス LP ガス 

周辺公共施設 
安飾地区公民館 

富士見塚古墳公園 
備考  

アクセス 
ＪＲ常磐線神立駅から車で 20 分 

常磐自動車道千代田石岡ＩＣ下車 30分 

 

 

 

配置図 

 

 
 

写真データ: Google、ZENRIN 

 

（２）主要建物一覧 

名称 竣工年 階数 構造 建築面積 延床面積 耐震診断 耐震対策 

管理教室棟 昭和 47 年 2 RC 837.75 ㎡ 1,491.00 ㎡ 済 未 

教室棟 昭和 54 年 2 S - 370.00 ㎡ 済 未 

屋内運動場 昭和 53 年 1 S 636.10 ㎡ 544.45 ㎡ 済 不要 

 

 

 



（案） 

－ 8 － 

（３）主要建物 

管理教室棟（校舎）  外観・内観・平面図  

 

 

 

屋内運動場（体育館）・教室棟 外観・内観  

 

 

 

（４）現在の利用状況 

屋内運動場（体育館） 
・避難所に指定 

・社会体育施設として市民利用 

    ５．志士庫小学校 

 

  ５．志士庫小学校 




